
 
 

令和４年 12月 23 日 
国土交通省関東地方整備局 

企画部 
 

「３次元計測技術を用いた出来形管理の活用手引き（案）」 
を作成しました 

～３次元データ活用による建設現場の生産性向上を推進～ 
 

 国土交通省では、「３次元計測技術を用いた出来形管理要領（案）」が令和４年３月に改

定されているところです。 

 関東地方整備局では、受発注者が建設現場の生産性向上を図ることを目的として、この要

領（案）を分かりやすく解説した「３次元計測技術を用いた出来形管理の活用手引き

（案）」を全国で初めて作成しましたのでお知らせします。 

 
○「３次元計測技術を用いた出来形管理の活用手引き（案）」概要 
・共通編（用語の解説、３次元計測技術の概要等）と出来形管理編（工種ごとの３次元計測技
術を用いた出来形管理方法）で構成しています。 

・３次元計測技術を用いた出来形管理について、現場条件による計測手法の選択や計測方法、
３次元計測実施の効果や注意点を図解で分かりやすく解説し、現場技術者が３次元出来形計
測を実施する際の判断や留意事項を確認する資料として、手引き（案）を作成しました。 

・本手引き（案）により、３次元データが出来形管理に活用され、建設現場の生産性向上に寄
与することを期待しています。 
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建設情報・施工高度化技術調整官 岩﨑 辰志 （内線：３１３２） 
施工企画課 課長補佐 二川 祥一 （内線：３４５７） 
施工企画課 係長 戸羽 義幸 （内線：３４８１） 
技術管理課 課長 後閑 浩幸 （内線：３３１１） 
技術管理課 課長補佐 木嶋 真二郎 （内線：３３１５） 
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関東地方整備局
３次元計測技術を用いた出来形管理の活用手引き(案)概要

１．はじめに

○ 情報通信技術（ＩＣＴ技術）の活用により、土工については、マシンコントロール又はマシンガイダンスを有するＩＣＴ建設機械による施工やＩＣＴ計測技術を用いた
３次元出来形管理が一般的になっており建設現場の生産性向上に大きな成果をあげてきています。

○ 今後は、事業の上流段階である測量、地質調査、設計から３次元データを導入し 調査・設計、施工、維持管理の各プロセスでBIM/CIMを有効に活用すること
が期待されています。

○ 令和４年３月には、国土交通省にて工種ごとの３次元計測技術を用いた出来形管理要領(案）の改定版が策定されたところです。

○ 関東地方整備局では、受発注者双方が建設現場の生産性向上を図ることを目的として、国土交通省で策定された出来形管理要領(案）を分かりやすく解説し
た『３次元計測技術を用いた出来形管理の活用手引き（案）』を作成しました。

○ 共通編（用語の解説、３次元計測技術の概要等）と工種ごとの３次元計測技術を用いた出来形管理編で構成されています。

○ 出来形管理編では、現場条件による計測手法の選択や計測方法、 ３次元計測を実施する効果や注意点を図解で分かりやすく解説するなど、現場技術者が
３次元出来形計測を実施する際の判断や留意事項を確認する資料として活用できるものです。

○ 本手引き（案）により、 ３次元データが出来形管理に活用され、建設現場の生産性向上に寄与することを期待しています。

第２編 土工編

第３編 舗装工編

第４編 路面切削工編

第５編 河川浚渫工編

第６編 護岸工編

第７編 表層安定処理等・固結工（中層混合処理）編

第８編 固結工（スラリー攪拌工）編

第９編 法面工編

第10編 トンネル工編

第11編 基礎工（矢板工・既設杭工・場所打工）編

第12編 擁壁工編

第13編 構造物工（橋脚・橋台）編

第14編 土工（1,000m3未満）・床掘工・小規模土工・法面整形工編

第１編 共通編

１．用語の解説

２．３次元計測技術を用いた
出来形管理の概要

３．３次元計測技術の概要

４．３次元計測技術に求めら
れる精度

【ホームページ掲載場所】 https://www.ktr.mlit.go.jp/gijyutu/gijyutu00000044.html

https://www.ktr.mlit.go.jp/gijyutu/gijyutu00000044.html
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